




 隠蔽種とは、形態上区別がつかないために 1 種として分類されているが、実際には複数







験を行うことができないために、生殖的隔離の存在の確認は容易ではない (Dincă et al. 
2013)。 



























 確認された 4種の隠蔽種について頭部および前翅の 23形質を計測し、判別分析を行った。
その結果、算出された判別式を用いて各集団を高い精度で識別することができた（第４章）。 
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 以上のことから、本研究は本学の博士（理学）の学位に十分値するものと判断した。 
 
４ 最終試験の結果 
 本学の学位規定に従って、試験および試問を行った。公開の席上で論文発表を行い、生
命科学専攻の教員による質疑応答をもって試験にあてた。また、論文審査委員が本論文お
よび関連分野について試問を行った。その結果、専門科目および外国語についても十分な
学力があることを認め、合格と判定した。 
